
平成30年度個別事業評価の方法(案)

各事業担当等 評価委員

○事業評価シートの作成（目的・目標値等）

○評価委員へ事業内容を情報提供 ○事業内容の事前確認

○視察時に評価委員との意見交換 ○事業視察

○事業担当者との意見交換

○内部評価の実施

（事業評価シートの作成）

○次回の事業への反映

事業実施前

Ｈ30年
11月

事業実施
期間中

Ｈ30年
12月

事業実施後

Ｈ３１年
1月～2月

●意見交換概要を作成のうえ、評価委員と
事業担当者との情報共有を図る

○事業視察および事業評価
シートに基づき、外部評価を
実施

評 価 部 会 (評価総括)

意見交換のねらい

事業担当者と直接面談し意見を交換することで

即効性のある対応ができる。
プログラムによって事業担当
者との面談が困難な場合は
従来通り書面評価とする。



達成度

目標
定
量
評
価

助成額（円） 入場者数

実績

助成制度

観覧者数

成果

会期

観覧料

内容

事　業　評　価　シ　ー　ト　（内部評価）

施設名： 事業名：

概要

目的

（重点施策との関連）
【重点施策○】

目標

主催



総評

評価すべき点

改善が必要な点

重点施策６
新しい豊かさ
を実感できる
文化芸術活
動の推進

重点施策７
「美の滋賀」
づくりの推進

重点施策８
自律的な文
化活動の促
進

重点施策９
文化活動の
環境の整備

評価すべき点

改善が必要な点

　
定
性
評
価

重点施策１
文化による本
県ブランド力
の向上と国内
外への効果
的な発信

重点施策２
地域で継承
されてきた文
化的資産の
発掘・保存・
活用

評価すべき点

改善が必要な点

重点施策３
子ども・若者
が本物の文
化に触れる機
会の充実

重点施策４
若手芸術家
等の育成・支
援

重点施策５
文化活動を
支える人材
（アートマネー
ジャーなど）の
育成・支援

評価すべき点

改善が必要な点



改善が必要な点

評価すべき点

改善が必要な点

総　　　評

評価すべき点

改善が必要な点

委員名（　　　　　　　　　　　　　　）
○評価部会委員による外部評価
　事業名：

　
定
性
評
価

重点施策６
新しい豊かさを実感でき
る文化芸術活動の推
進

重点施策７
「美の滋賀」づくりの推
進

重点施策８
自律的な文化活動の
促進

重点施策９
文化活動の環境の整
備

評価すべき点

改善が必要な点

重点施策１
文化による本県ブランド
力の向上と国内外への
効果的な発信

重点施策２
地域で継承されてきた
文化的資産の発掘・保
存・活用

重点施策３
子ども・若者が本物の
文化に触れる機会の充
実

重点施策４
若手芸術家等の育成・
支援

重点施策５
文化活動を支える人材
（アートマネージャーな
ど）の育成・支援

評価すべき点



評価部会個別事業視察実績一覧表

年度 催　　物　　名

ホールの子事業 (H24.5)

びわ湖ホール「ゴジ・ファン・トゥッテ」 (H24.11･12)

文化振興事業団「長栄座　伝統と創造のシリーズⅢ「変わりゆくもの　変
わらざるもの」 (H24.11)

近代美術館「石山寺縁起絵巻の全貌」 (H24.10,11)

近代美術館「ポップの目」 (H25.9)

「文化で滋賀を元気に！」推進事業（OJFこども広場＠ｱｰｶｽ） (H25.10)

近代美術館「遊亀と靫彦－師からのたまもの・受け継がれた美－」
(H26.11)

びわ湖ホール「オテロ」 (H27.3)

近代美術館「生命の徴－滋賀と「アール・ブリュット」 (H27.11)

成安造形大学「ＭＵＳＵＢＵ　ＳＨＩＧＡ 空想ＭＵＳＵＢＵ－近江のかた
ちを明日につなぐ」 (H27.11)

びわ湖ホール　歌劇「ドン・パスクワーレ」 (H28.10)

近代美術館　企画展「つながる美・引き継ぐ心」
　　　　　　　　 新生美術館見本市「美の糸口－アートにどぼん！
　　　　　　　　　－2016」 (H28.11)

アール・ブリュットによる『ひと・まち・空間』形成事業
湖北のアール・ブリュット展2017・まちなかアール・ブリュット
（H29.11.23）

滋賀県立文化産業交流会館　音楽劇「美味しいメロディ改」(H29.12）

29年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度


